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布おむつの
使い方の説
明やサポー
トもしてい
るよ！

ゼロ・ウェイスト推進員とは、上勝町から委嘱を受けて活動する廃棄物減量等推進員（廃棄物
処理法第５条の８）のことで、第二期ゼロ・ウェイスト宣言の内容を考えたり、ゼロ・ウェイ
ストまちづくり推進協議会や各種研修に参加して仲間づくりをしたり、ゼロ・ウェイスト推進
のために活動してくれている人たちのことです。

〈主な活動内容〉
・町内外の高校生以下の生徒・先生への環境学習対応
・町民の環境政策に対する意見・要望等の町への連絡
・事業所に対するごみの減量や資源化促進に関する指導・助言
・ゼロ・ウェイスト推進に係る町の施策実施サポート

第二期 ゼロ・ウェイスト宣言
　2003年のゼロ・ウェイスト宣言から17年、上勝町では町民一人一人がごみ削減に努めリサイ
クル率80％以上を達成しました。小さな町の大きな挑戦は世界から注目され、持続可能な社会
への道筋を示しました。
　私たちが目指すのは、豊かな自然とともに、誰もが幸せを感じながら、それぞれの夢を叶え
られる町です。
　上勝町はゼロ・ウェイストの先駆者として、「未来のこどもたちの暮らす環境を自分の事とし
て考え、行動できる人づくり」を2030年までの重点目標に掲げ、再びゼロ・ウェイストを宣言
します。

１．ゼロ・ウェイストで、私たちの暮らしを豊かにします。
２．町でできるあらゆる実験やチャレンジを行い、ごみになるものをゼロにします。
３．ゼロ・ウェイストや環境問題について学べる仕組みをつくり、新しい時代のリーダーを輩出します。

2020年12月18日

　廃棄物処理の歴史やゼロ・ウェイストセンターの見学、町内の飲食店等の工夫などを、
修学旅行生や他町村、国家機関、飲食・製造業などさまざま方が学びに来ています。また、
テレビや雑誌等のメディアから廃棄物対策の先進地として取り上げられています。

国内の宣言都市

視察・取材状況

ゼロ・ウェイストの発祥

（人口は、2025年８月１日現在）

① 2020 年 12月 18日　徳島県上勝町　　人口約 1,300 人　目標年 2030年
② 2009 年 11月 22日　福岡県大木町　　人口約 13,500 人　定めなし
③ 2009 年 11月 22日　熊本県水俣市　　人口約 21,300 人　目標年 2026年
④ 2017 年 5月 8日　奈良県斑鳩町　　人口約 27,900 人　目標年 2027年
⑤ 2020 年 9月 18日　福岡県みやま市　人口約 33,800 人　目標年 2030年

1996年にオーストラリアの首都キャンベラが世界で初めてゼロ・
ウェイスト宣言を行い、アメリカのニューヨーク市などの大都市を
含め約100地域がゼロ・ウェイストに取り組んでいる。
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上勝町の廃棄物処理の歴史

ゼロ・ウェイスト推進員の役割

野 焼 き

民間委託

焼 却 炉 22分別

35分別

34分別

45分別

Ｈ３(1991) 生ごみ処理のコンポスト購入補助開始

Ｈ15(2003) 「ゼロ・ウェイスト宣言」可決

Ｈ13(2001) 35分別開始

Ｈ10(1998) 小型焼却炉２基を設置

Ｈ７(1995) 電動生ごみ処理機購入補助開始

９分別Ｈ９(1997) 容器包装リサイクル法施行に伴い９分別開始

Ｈ６(1994) 上勝町リサイクルタウン計画策定
焼却施設の整備等適正な廃棄物処理の方針を定める

Ｈ17(2005) NPO法人ゼロ・ウェイストアカデミー発足
一般廃棄物中間処理業務委託開始

Ｈ19(2007) くるくる工房開設

Ｈ20(2008) リユース食器の無料貸出開始

Ｈ26(2014) ゼロ・ウェイスト推進員委嘱開始

Ｈ28(2016) 第一期　上勝町ゼロ・ウェイストタウン計画策定
資源分別ガイドブック作成

Ｈ30(2018) ノーレジ袋キャンペーン開始
ゼロ・ウェイスト推進協議会設立

Ｒ５(2023) 「キエーロ」購入補助開始

Ｒ２(2020) 第二期「ゼロ・ウェイスト宣言」可決
ゼロ・ウェイストセンター新設（指定管理施設）

Ｈ29(2017) 町内飲食店のゼロ・ウェイスト認証開始
量り売り開始
布おむつスターターセット進呈開始

Ｈ25(2013) 雑紙ポイントキャンペーン開始
※H29から「ちりつもポイント」に名称変更

Ｈ18(2006) くるくるショップ開設
一般廃棄物運搬支援制度開始

Ｈ12(2000) 小型焼却炉２基を閉鎖
ダイオキシン類対策特別処置法の改正により基準値を満た
せなくなったため

ごみ処理年 実　施　内　容

Ｒ６(2024) 分別見直し43分別

ゼロ・ウェイストとは…ゼロ＝「０」、ウェイスト＝「浪費・無駄・廃棄物」
つまり、限りある資源を大切にし、ごみの発生抑制を考えた生産と消費を行うこと

野焼き場

小型焼却炉

旧ゴミステーション

新ゴミステーション



資源売払金収入は「ち
りつもポイント」で交
換できる商品の購入に
活用されているよ！
（詳細はｐ30へ）

紙類や金属類などの買い
取りされるごみと、処理
費を払ってリサイクルや
焼却・埋立をしているご
みがあって、毎年、世の
中の情勢により単価が変
動するので、令和２年、
３年を見るとごみの量は
例年通りだったけど、買
い取り単価が低かったか
ら例年の半分ほどの収入
になったんだ。一方で、
処理費の単価は毎年少し
ずつ上がってきているの
で、みんなにできる限り
分別してもらうことで、
町の処理費が抑えられて
いるんだよ。

（参考）　令和４年度　81.1％　２位
　　　　　令和３年度　79.9％　３位
　　　　　令和２年度　81.0％　２位
　　　　　令和元年度　80.8％　２位

ごみの総排出量  3,897万トン
焼却・埋立処分量  3,340万トン
１人１日あたりの排出量 851グラム
リサイクル率  19.50%

　上勝町の場合 

ごみの総排出量  241トン
焼却・埋立処分量  58トン
１人１日あたりの排出量 470グラム
リサイクル率  76.20%

2024年度（R6）の上勝町のごみ排出量　２３8ｔ

ごみの年間処理量（一般廃棄物処理実態調査令和５年度結果）

上勝町のごみデータ（町調べ）

ごみ処理量とリサイクル率
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分別することで、ごみ処理費を44％削減できています。

資源化することで
799万円

もしも全部焼却・埋立したら
1,424万円
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資源とごみの行方
町内の認証店は３店舗

ゼロ・ウェイスト認証制度
平成29年、飲食店向けに

ゼロ・ウェイストに取り組む事業所を独自
の基準で公的に認証する制度がスタート。
各事業所は３つの条件を満たすことを前提
に、８種類の基準で審査されています。

〇従業員がゼロ・ウェイストの研修を受けていること
〇自治体の制度に則り分別やリサイクルに取り組んでいること
〇ゼロ・ウェイスト活動に目標を設定して計画的に取り組むこと

事業所に求める３つの条件

Cafe polestar
営業：土日月11時から17時（16時30分L.O）
電話：0885-46 -0338
a：米や野菜は町内農家または地元の産直市から仕入れ、
いちじくや杏子は自家生産している。b：仕入れ時はマイ
バッグ等の持参やリターナブルトレーを使用し、コーヒー豆
や洗剤などは大量に仕入れる等、個包装の削減につな
がっている。c：ストロー、シュガー、シロップ、紙ナプキン、おし
ぼり、箸、爪楊枝、カトラリー、コースター、調味料は提供して
いない。レシートは依頼があった場合のみ提供している。d：
木のオーダー表などを活用してお客様とコミュニケーション
を取りながらZWへの関心の導線を作っている。ハンカチの
持参の表示、使い捨ておしぼりやペーパータオル不使用の
参加を促している。e：コーヒー等のドリンクはマイボトル持
参者に割引制度を設けている。コーヒー豆やアチャール

等、店舗で使用する製品の一部量り売りや一部の販売商品の持ち帰り時には紙袋を使用している。g：食
材の仕入れでは廃棄リスクが高い食材を優先的に購入したり、農家からは規格外の食材を積極的に仕入
れている。h：メニューは当日仕入れ可能な食材から考え保存に起因するロスを防いだり、メニューの数量
を制限することで作りすぎを防ぎ、ご飯の量を選べる、おかわり制にするPOPを導入することで食べ残しを
防いでいる。惣菜が余りそうなときは、購入と持ち帰りできることを町内ネットワークで呼びかけている。

a:米や野菜は地元産を仕入れ、ドリンクメニューでも、地元産
の特産果汁などを活かしている。b：仕入れ時には、酒やビー
ルはリターナブルボトルを使用し、販売元へ戻してリユース
するほか、コンテナやリターナブル箱も持参している。c：紙ナ
プキンやおしぼりなどはリユース品を使用、または提供しな
いなどの取組を行うほか、イベント時はリユース食器を活用
しごみの発生抑制に取り組む。f：空き家だった古民家をリノ
ベーションして店舗やイベントスペースとして活用している。

営業：土 18：00-23：30 (L.O)
電話：090-2789-8577

上勝開拓団　Bar IRORI

パートナー認定企業
ゼロ・ウェイスト認証制度は、事業所において特定の分野のゼロ・ウェイスト活動を促進する仕組みや商品を保有する企業・団体等
の主体をパートナーとして認定しています。ゼロ・ウェイストの理念に賛同し、恒常的にゼロ・ウェイストに寄与する取り組みを行っ
ていくことを前提としたパートナーシップです。

象印マホービン株式会社

〈町内の給茶スポット〉
■ Cafe polestar  ■ 月ヶ谷温泉 月の宿 レストラン  ■ Ristorante Pertornare
■ 上勝開拓団Bar IRORI  ■ Kamikatsu-TeaMate  ■ 喫茶いくみ

地域の食材を活用し、地産
地消に努め、ごみの発生抑
制に取り組んでいる

a
食材や資材の調達において、
ごみの発生抑制に取り組ん
でいる

b

おしぼり等の無料サービス
において、ごみの発生抑制
に取り組んでいる

c
利用者がごみの削減あるい
は分別に取り組める工夫を
している

d

利用者が食器や容器ごみな
どの代用品を持ち込むことで、
ごみの発生抑制に繋がる仕
組みを導入・周知している

e
再利用を通じ、地域内のご
みの発生抑制・資源循環に
取り組んでいる

f

生産や流通の過程で通常は
破棄されるような食材を活
用している

g
調理方法の工夫や食材調達
の工夫などにより、そもそ
もロスを出さないようにす
る仕組みがある

h

象印マホービンでは、マイボトル推進を目的に、事業所と協力して「給茶スポット」という仕組みに取り組
んでおり、使い捨てカップやボトルを使用せず飲料のテイクアウトができる行動を促進しています。

①まだ使える物

くるくるショップへ

②生ごみ

自宅で堆肥化

③アルミ缶

アルミ製品

③スチール缶

鉄鋼製品

③スプレー缶

鉄鋼製品
③雑金属

金属製品

③パソコン・携帯電話

金属製品
③小型家電

金属製品

④新聞・チラシ

新聞紙

④段ボール

段ボール

④雑誌・雑紙

再生紙

④紙パック（白）

再生紙
④紙カップ

再生紙

④紙パック（銀）

再生紙

④硬い紙芯

段ボール

④シュレッダー

再生紙

④その他の紙

固形燃料

⑤衣類・毛布

ウエス
⑤その他の布類

固形燃料

⑥割り箸・木竹製品

固形燃料

⑥廃食油

配合飼料・石けん・燃料

⑦プラスチック製容器包装

製鉄時の還元剤

⑦その他のプラスチック

固形燃料

⑦ペットボトル

ペットボトル
⑦プラスチック製キャップ

製鉄時の還元剤

⑧透明びん

透明びん

⑧茶色びん

茶色びん

⑧その他の色のびん

びん

⑨ガラス・陶磁器類

路盤材

⑨鏡・水銀・体温計

水銀
⑨電球・蛍光灯

水銀・ガラス製品

⑨電池

鉄鋼製品

⑨バッテリー

鉛

⑨ライター

鉄鋼製品

⑩粗大：金属類

金属

⑩粗大：木製

固形燃料
⑩粗大：布団・絨毯・カーペット

固形燃料

⑩粗大：塩ビ製品・ゴム製品

焼却

⑫どうしても燃やさなければならないもの

焼却

⑪紙おむつ・生理用品・ペットシート

燃料

⑬どうしても埋立なければならないもの

埋立

⑭タイヤ

固形燃料
⑭消火器

再生消火薬剤・金属製品

⑭特定家電

各メーカーでリサイクル

上勝町のごみはほとんどが徳島県内で処理されているよ！県外では、乾電池は北
海道、PC類は愛媛県の業者に引き取ってもらっているよ！
分別のポイントは中身を使い切ること！汚れは軽くすすいで乾かすこと！こうす
ることで、プラスチックでいえば約100倍も処理費が変わってくるんだ！
　例）令和６年度処理費　　　プラスチック製容器包装類　　0.62円/kg
　　　　　　　　　　　　　　その他のプラスチック製品　　69.8円/kg

月ヶ谷温泉 月の宿 レストラン
営業：11:30-14:00 （L.O）　16:30-20:30（19:30 L.O）
電話：0885-46-0203
a：野菜は地元の産直市、あめご（川魚）は町内の生産者から
仕入れて提供するなど地産地消に取り組んでいる。b：醤油な
どはリターナブルボトルで仕入れてリユースし、酒やその他の
調味料は大容量で購入することで、個包装を削減している。
c：カトラリー、コースター、調味料等のサービスはリユース可能
なものを使用し、おしぼりやストローは要望があった場合のみ
提供している。d：おしぼりとストローは必要な分だけ利用者が
手に取るオペレーションを継続、オリジナルのパンフレットを作
成して積極的にZWの広報を行っている。h：カブなどの皮を
漬物にして一品として提供したり、魚のあら炊きを常連のお客
様にサービスで提供することで、食品ロス防止に努めている。

〈町外の認証店舗〉（令和７年３月31日現在） ■ Veg Out-vegan Café（京都府）  ■ bluebird（鳥取県）  ■ ELAB（東京都）



事業所のゼロ・ウェイスト

第二期ゼロ・ウェイスト宣言の推進力を高めることを目的に、2024年に設立。

町から「ゼロ・ウェイストタウン計画推進事業」を受託し、役場の担当課と協

働しながら、町民の負担軽減、ゼロ・ウェイストを活用した経済循環、環境教

育の仕組みづくりに取り組んでいる。メンバーは全員がゼロ・ウェイスト推進

員を兼任しており、町民へのＺＷ普及・啓発活動に加え、町内外の小中高校生

に向けた学びの提供にも力を注いでいる。

一般社団法人 amu

製造過程で乳酸発酵させる珍しい伝統的なお茶。６月下旬ごろから硬い茶葉
を摘んで、ゆでる、擦る、漬け込む、干す、選別の工程を経て、お盆に新茶
を飲むというのが昔からの風習だった。擦る工程の際、木船を両端から交互
に押して茶葉を刷っていたことから、その伝統的な製造技術が2021年に国の
重要無形民俗文化財に指定された。乳酸発酵していることで少し酸味のある
すっきりした味わいで、カフェイン含有量が極端に少ないため赤ちゃんも飲
むことができる。

上勝阿波晩茶

徳島県立高丸山千年の森（116ha）では、ガイド登山、自然観察会、ブナ林

のシカ害を防ぐネット設置など、自然に親しみ、守るなどの活動を開催して

いる。遊学の森（5ha）では、高丸山周辺で採取した広葉樹の種子を育て、

ボランティアが植樹、草刈り、間伐まで継続して実施。千年の森ふれあい館では、

木工や木に関する展示、木のおもちゃなども体験可能。

【指定管理（一社）かみかつ里山倶楽部】

千年の森ふれあい館

上勝町最奥の集落、八重地地区の一番上にある、町内で唯一の茅葺き屋根の

古民家。集落の持続可能性について、八重地集落を基に解説を行っている。

ごみを出さない、昔ながらの里山暮らしを、実際の住居や道具を使いながら

体験し、暮らしのゼロ・ウェイストについて対話による理解を深めることが

できる。また、若い人が稲作に関わりやすい支援や、希少な生物や植物の見

える化などにより、地域の生態系の保全に取り組んでいる。

かみかつ茅葺き学校

築70年以上の昭和レトロなお店で、阿波尾鶏の煮込みカレーと石焼き焼肉を

提供している。おしぼりなど使い捨ての物は提供せず、地元食材を活用して

いる。川が目の前にあるので、できるだけ排水を汚さないようにも努めている。

敷地内の河原ではキャンプ場も提供しており、自然に負荷をかけず静かに楽

しむキャンパーに支持されている。

喫茶いくみ

荒廃した杉の人工林をなんとかしたいという思いから、杉の間伐材から繊維を抽出
した木糸で縫製したタオル等の日用雑貨ブランドを“KINOF”として販売している。また、
木糸のみも “KEETO” として販売しており、草木染め等で染色した糸でハンドメイド
を楽しむことができる。杉の繊維からできているため、速乾性にすぐれ使い込むご
とに柔らかくなっていくことや、土に埋めると微生物が分解してくれるなどの特徴が
ある。また、包装は紙素材を使用するなど環境負荷に配慮した製品設計となっている。
【KINOF：株式会社いろどり　KEETO：合同会社すぎとやま】

KINOF と KEETO

地元の旬の野菜や農家さん手作りのお寿司やお餅、特産品の晩茶やポン酢、棚

田米などがそろう産直市。ノーレジ袋キャンペーン対象店であり、マイバッグ

持参での買い物を推奨している。また、一部野菜などは容器包装なし、あるい

は新聞紙で包装して販売するなど、プラスチックごみが出ない工夫をしたり、

町内LINEを活用して入荷状況などを発信することでフードロス防止につなげて

いる。

いっきゅう茶屋

INOWは上勝町を拠点に、持続可能性とライフスタイルをテーマにした主に英

語での教育プログラムを提供している。上勝町独自のゼロ・ウェイストの取り

組みや、上勝阿波晩茶づくりなど、地域の資源を活かした体験を通じて、参加

者の環境意識を高め、地域資源の循環を促すことを目指している。さらに、英

語メディア対応や海外取材サポートを通じて、上勝町の活動を世界へ発信して

いる。

INOWプロジェクト

「上勝を五感で感じるショールーム」をコンセプトにオープン。仕入れの際に

は農家さんと事前に相談することで、ごみを削減。注文票は繰り返し使える木

のボードを採用し、ランチやカフェ営業の他にケータリングや弁当の提供時に

は、リユースの食器や弁当箱を使用したり、野菜くずなどの生ごみはコンポス

トで堆肥化している。また、コーヒー豆、卵、焼き菓子などはマイ容器持参で

量り売りに対応している。

Cafe polestar

古民家を改修した店舗でBar、どぶろく醸造所、BBQサイトの営業を行っている。

Bar営業での食材の仕入れは町内の産直市や商店を利用、ビールも町内の酒店

より購入しており、ビール瓶は返却している。数年前より町内の棚田で米作り

を行っており、そのお米を使ってどぶろく、甘酒作りも行うことで、地域の景

観維持に取り組んでいる。

上勝開拓団



事業所のゼロ・ウェイスト

町内木材を使用して地元有志で建てた建物を店舗として活用している。メニュ

ーは地元食材を使ったシュウマイ定食やドリンクを提供しており、季節ごとに

変わる副菜を楽しむことができる。また、ランチやスイーツはすべてテイクア

ウトすることができ、使い捨てのものを極力使用しないなどごみの出ない運営

に取り組んでいる。

せせらぎ食堂

くるくる工房は、平成19年にもったいないの気持ちからはじまったリメイク工房。
使えなくなった鯉のぼりや着物などを、町内外の作家さんたちが昔ながらの知
恵や技術を活かして、ぬいぐるみやバッグ、洋服などにリメイクして販売している。
また、普段着の裾上げや破れてしまった服の修復なども対応している。平成20
年から、無料で利用できるリユース食器の貸出しを開始。そのほか、有償ボラ
ンティアタクシーやシルバー人材センター事業など、地域にかかせない仕事を
担う場所になっている。

一般社団法人ひだまり

ゼロ・ウェイストセンターの指定管理者であり、HOTEL WHY、くるくるショップ（無
料のリユースショップ）の運営を行っているほか、町内唯一のゴミステーションに
て中間処理業務を受託している。ホテルでは、宿泊客に向けて滞在中に必要な石
けんや晩茶の計り分けや、ゼロ・ウェイストの理解を深める施設案内ツアー、ゴミ
ステーションでの分別体験や生ごみのコンポスト体験を提供している。また、町外
イベントにおけるゴミステーションの企画協力や、企業や大学に向けた研修プログ
ラムの実施、メディア対応等を通した情報発信等、幅広い分野で活動している。

株式会社 BIG EYE COMPANY

古民家を改修した店舗を利用して営業しているイタリアンレストラン兼宿泊施設。

レストラン営業では、料理としての提供部位以外は集めて出汁にするなど食材を

余すことなく活用。食材は町内産の新鮮な旬の野菜やアメゴなどを使用している。

希望者には、レストランで使用している食材の量り売りを行っている。宿泊営業

では、セラミックコーヒーフィルターを使用し、ペーパーフィルターの削減に取

り組んでいる。

ペルトナーレ

山の中にある、海外客からも人気の宿。施設には、約２トンの古着を断熱材と

して利用し、町産杉の端材を活用したブロックのすき間からは、再利用の鯉の

ぼりがのぞける。農家民宿ならではの、無料で体験できる薪割りや風呂焚きを

はじめ、山菜採りなど季節の体験メニュー（有料）も人気。中国の幼児向けに

ESDツアーも開催しており、ごみに対する考え方や自然との触れ合いなどを学ぶ

機会を提供している。

農家民宿　山挨

町内の廃材を再利用して建築されたクラフトビール工場と併設のレストラン。搾

汁後の柚香果皮や上勝阿波晩茶の規格外品などを活用したゼロ・ウェイストな

ビール造りを行う。また、醸造過程ででる麦芽かすは液肥にし、ビール麦や米

を栽培するなど資源循環にも取り組む。レストランでは、クラフトビールや茶葉、

スナックの量り売りもしているのでマイ容器持参でお買い物することができる。

RISE & WIN Brewing Co.

ゼロ・ウェイスト（無駄や浪費のない）社会や、そもそもごみ（廃棄物）が出
ないものづくり、資源回収法（仮称）の創設を目指して活動を行っている。真
に持続可能な美しい循環型社会の形成に向けて、脱焼却や温暖化防止、プラス
チックごみゼロ、生物多様性、人とその他の動植物の共生社会を目指して、ゼロ・
ウェイスト推進活動に取り組んでいる。活動内容：①森林農地等地域資源の活
用  ②人材育成  ③仲間づくり  ④国会議員等への働きかけ
（写真は水田から流れ出た肥料のプラスチックのコーティング材）

NPO法人ゼロ・ウェイストアカデミー

宿泊営業では、廊下や客室に分別のごみ箱を設置し宿泊客も分別に協力しても

らい、バックヤードでは20分別を実施。新入職員の研修では、一番初めにごみ

の分別についての研修を行っている。 レストラン営業では、おしぼりやストロ

ーはセルフコーナー設置、食材は町内の産直市や商店を通じて仕入れている。

生ごみは業務用電動生ごみ処理機を使用している。また、温泉のボイラーは製

材所の廃材を混ぜたチップを使用、燃焼後の灰は農家さんへ配布している。

月ヶ谷温泉　月の宿

古民家を改装した店舗で季節の果物や野草をジェラートにして提供。食材はで
きる限り使用し、残りは畑やキエーロを使って肥料として再利用、カップはコ
ンポスト可能な素材を採用、スプーンはリユースするなどごみにならない工夫
をして提供している。また、オンライン販売では環境負荷が少ない梱包材を選択、
廃棄はがきのクッション材、段ボール不使用、袋は提供しない、ごみ分別の案
内を同封するなど、消費者も自然と環境負荷の少ない方法で食を楽しむことが
できるようになっている。

TONPUKU

キャンプ場の運営や企業研修、修学旅行受け入れ、視察対応などを行っている。
視察プログラムでは上勝町のゼロ・ウェイスト、いろどり、エネルギー施策を
中心に解説。ゼロ・ウェイストについては、単に廃棄物のことだけではなく様々
な「無駄」をゼロにするという町民の姿勢も結びつけて、分別の背景まで伝え
ている。また、小学生向けに “zero camp” を開催し、ごみやリサイクルの知
識を学びながら、自然の中でゼロから遊びをつくって楽しむプログラムを実施
している。

パンゲアフィールド
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